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第２章　秘書室 

１　鹿沼市功労者表彰式 

　(1) 期　日　　令和６年５月１７日（金） 

　(2) 場　所　　鹿沼市民文化センター小ホール 

　(3) 受賞者 

　　　功労者４７名、篤志者３名、４団体を表彰した。 

　　ア　地方自治功労者　　阿　部　　　守　　人　見　　　功　　渡　邉　義　夫 

　　　　　　　　　　　　　浅　野　吉　知　　小野口　仁　志　　橋　本　房　子 

　　　　　　　　　　　　　廣　田　和　世　　山　崎　　　操 

　　イ　教育文化功労者　　小　野　典　利　　江　口　秀　彦　　島　　　一　嘉　　 

　　　　　　　　　　　　　湯　澤　　　信　　石　原　弘　人　　後　藤　勝　浩 

　　ウ　産 業 功 労 者　　津　吹　孝　行　　澁　江　弘　之　　石　川　　　治 

　　　　　　　　　　　　　青　木　　　薫　　鈴　木　良　男　　青　木　　　守 

　　　　　　　　　　　　　池　澤　達　夫　　星　野　茂　生　　嶌　野　　　祐 

　　　　　　　　　　　　　瓦　井　良　一 

　　エ　保健衛生功労者　　畑　　　芳　春　　狐　塚　行　弘 

　　オ　社会福祉功労者　　石　塚　百合子　　青　柳　　　卓　　 

　　カ　環境美化功労者　　塩　澤　敏　雄　　陣　野　春　良　　青　木　芳　枝 
　　　　　　　　　　　　　石　川　勇　三　　備　仲　征　二　　矢　野　省　一 
　　　　　　　　　　　　　廣　田　　　稔 

キ　消 防 功 労 者　　樽　見　正　衛　　小　林　紀　雄　　齋　藤　雅　英 

　　　　　　　　　　　　　真　壁　　　賢　　安　生　浩　晃　　杢　子　善　一 

　　　　　　　　　　　　　齋　藤　康　弘　　若　林　智　和　　五味田　　　宗 

　　　　　　　　　　　　　小保方　久　夫　　大　貫　雄　司　　佐々木　義　和 
　　ク　篤 志 者　　株式会社榎倉住宅　　山　田　義　博　　川　田　一　哉 

　　　　　　　　　　　　　株式会社ｳｫｰﾀｰｴｰｼﾞｪﾝｼｰ　　株式会社ヒルタ興業　　株式会社ナカニシ 

　　　　　　　　　　　　　他１名（匿名希望） 

 

　２　広報活動 

　(1) 広報紙の発行と広報活動 

　　ア　「広報かぬま」を月 1 回発行し、全世帯に配布した。 

　　　(ｱ) 規格　　Ａ４判　２８ページ（月毎増減あり） 

　　　(ｲ) 部数　　３１，７００部 

　　イ　「広報かぬま」のコンビニ配布を市内４４店舗で実施したほか、スーパー配布を　　

６店舗で実施した。また、市内公共施設やＪＲ鹿沼駅、東武新鹿沼駅に「広報かぬ

ま」を設置した。 

　　ウ　視覚障がいを持つ方等へ、「広報かぬま」を音訳し、カセットテープ及びデイジー

（デジタル録音図書）に収録して配布した。 

　(2) 「財政状況」の公表 

　　　財政状況を分かりやすく編集し、令和６年７月号・令和７年１月号の「広報かぬま」

で市民に公表した。 
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　(3) 報道機関との連携 

　　ア　各報道機関への情報提供は、広報紙等を送付するほか、各部（局）からの通報、

資料送付などを積極的に行った。 

　　イ　市長の記者会見を１２回実施した（うち１回は、就任記者会見として６月２１日

に実施した。）。 

　　ウ　ラジオ・テレビ等関係機関へ広報紙等の送付による情報提供を実施した。 

　　エ　とちぎテレビ、鹿沼ケーブルテレビ、栃木放送、RADIO BERRY で新春特別番組を

放送した。 

 

３　広聴活動 

　(1) 個別広聴 

　　　市政についての意見・要望・苦情等、年間９４件の相談を受け、それらを市政に　　　

反映させた。また、電子メールによる３０６件の意見・質問等に対応した。 

　(2) 市長とお茶べり かぬま夢談議 

　　　市長と少人数のグループの市民が、お茶飲み話のような肩の凝らない和やかな雰囲

気の中で、市の施策や将来像について対話を行った。１０月に２回実施し、累計で　　

２５人が参加した。　 

　(3) パブリック・コメント制度 

　　　政策形成過程における計画等の趣旨や内容などをあらかじめ公表し、市民に広く　

意見を求めることで市民の意見を計画等に反映させるため、パブリック・コメントを

４件実施した。


